	公開・非公開の別
	■公　開　□部分公開

□非公開


令和６年度第１回浜松市地域公共交通会議

会議録

１　開催日時　　令和6年6月21日（金）　午後2時30分から午後4時50分まで

２　開催場所　　浜松市役所　本館8階　全員協議会室
３　出席状況　　会長


松本　幸正　（名城大学理工学部社会基盤デザイン工学科）　
副会長


濱田　輝秀　（浜松市都市整備部長）

委員


片山　広文　（静岡県交通基盤部都市局地域交通課長）


代理　仲野　弘己

石田　博久　（遠州鉄道株式会社運輸事業部長）


中村　 昭 　（浜松市タクシー協会会長）

大西　優二　（静岡県タクシー協会浜名湖北遠支部支部長）

代理　大石　勝也


太田　泰司郎（天竜地域自治会連合会長）

佐藤　元久  （北地域自治会連合会長）


松下　敏昭  （浜北地域自治会連合会長）

大見　 芳　 （特定非営利活動法人がんばらまいか佐久間理事長）

代理　河村　秀昭

増田　秀典　（中部運輸局 静岡運輸支局 首席運輸企画専門官）

代理　澤尻　翔太

平井　親一  （浜松市 土木部長）


太田　憲一  （浜松東警察署 規制係長）

代理　鈴木　恵太郎

小原　 唱   （浜松西警察署 規制係長）

白井　八寿江（浜北警察署 規制係長）

山岸　勝之  （天竜警察署 規制係長）

事務局


竹村　雅彦　（交通政策課長）


足立　匡史　（交通政策課課長補佐）


三輪　光司　（交通政策課交通計画グループ長）

棚橋　謙介　（交通政策課交通計画グループ）


若林　千尋　（交通政策課交通計画グループ）

竹内　駿平　（交通政策課交通計画グループ）
　　　　　　　　　　報告者
山下　康夫 　(北行政センターまちづくり推進担当)
江間　真一　（北行政センター環境交通グループ長）
佐々木　豊  （天竜区まちづくり推進課長）
齋藤　慎悟　（天竜区まちづくり推進課計画交通グループ長）
安間　清弘　（庄内地区社会福祉協議会会長）
西崎　公康　（健康医療課長）
木下　喬介　（健康医療課健康医療グループ）
　

４　傍聴者　　　10人　

５　議事内容　
〔説明事項〕

（1） 地域公共交通会議とは

（2） 会議体の変更について
（3） 浜松市地域公共交通網形成計画（本編＋増補版）（本体）について
（4） 令和6年度浜松市の公共交通について
〔協議事項〕
（1） 地域公共交通会議設置要綱の改定について
（2） 運賃協議部会設置要綱の制定について
（3） 自主運行バスの運行計画について 　   　（天竜区まちづくり推進課）
（4） 地域バスの運行について（地域内フィーダー系統）
　　① 佐久間地域バス　                      （天竜区まちづくり推進課）

　　② 水窪地域バス　                        （天竜区まちづくり推進課）

　　③ 天竜（熊・阿多古）地域バス　          （天竜区まちづくり推進課）

　　④ 細江地域バス　                        （北行政センター）
　　⑤ 浜松北地域バス　                      （北行政センター）
⑥ 引佐地域バス　                　　　   （北行政センター）
（5） 交通空白地有償運送の登録更新について　（ＮＰＯ法人がんばらまいか佐久間）
（6） 浜松市地域公共交通網形成計画（別紙（地域内フィーダー系統（R6.10～R9.9）））
　        （交通政策課）
〔報告事項〕
（1） ハッピーライドin静岡プロジェクト（バス1日無料デー）実施について
                                     （静岡県地域交通課）

（2） 交通空白地有償運送運行状況報告（R5.10～R6.3）について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（庄内地区社会福祉協議会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（NPO法人がんばらまいか佐久間）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（NPO法人春野のえがお）
（3） 春野地域における専門診療科への通院者を対象とした運行業務委託の実施について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（健康医療課）

６　会議録作成者　　　交通政策課交通計画グループ　棚橋　謙介
７　記録の方法　　　発言者の要旨記録
８　要　　　　旨
１　開会

・本日の出席は全委員23人中17人の出席であり、要綱第９条第２項の規定により過半数を満たしているため、本会議が成立することを報告。

（出席者　17人中　代理出席　5人、途中退席　0人、欠席　6人）

２　議事

〔説明事項〕

　（１）地域公共交通会議とは　【事務局（交通政策課）】

・地域公共交通会議は、道路運送法施行規則及び地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づいて行う会議であり、地域にふさわしい公共交通をつくりあげていくために、住民、交通事業者、行政などの関係者で地域の公共交通を維持していくための話し合いをする場である。
・会議の主な目的は、地域の需要に応じて住民の生活に必要な公共交通を確保し、利便の増進を図り、地域の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項を協議することである。
・将来の地域公共交通のため、忌憚のないご意見をいただきたい。

　（２）会議体の変更について　【事務局（交通政策課）】

・地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱の改正（令和3年4月）及び改正道路運送法の施行（令和5年10月）に伴い、浜松市地域公共交通会議の会議体の変更を行う。
・本市の対応として、地域公共交通計画に補助系統を位置付けについては、令和6年3月26日第47回浜松21世紀都市交通会議において協議を行い、浜松市地域公共交通網形成計画の増補版を策定している。

・また、地域公共交通会議が地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第6条の協議会も兼ねることとし、本日の協議事項①で協議を行う。

・国の補助金を受けられるよう、令和7年度事業の国補助金支払に合わせて財務規程等を制定する。
・地域バス等の協議運賃を協議する際は、新たな協議会を設置することとし、本日の協議事項②で協議を行う。
　（３）浜松市地域公共交通網形成計画（本編＋増補版）（本体）について
【事務局（交通政策課）】

・令和3年3月に策定した浜松市地域公共交通網形成計画では「浜松市の魅力を高める、使いやすい公共交通ネットワーク」「市民の生活を支えるために必要な公共交通サービスの提供」を方針として、「地域が主役となって育てる、持続可能な公共交通」を運営、維持、管理する仕組みとしている。

・その中で、地区内交通は、市民が居住する地域を支えるために必要な路線と位置付けされている。
・地域バス手続きとして、2年ごとにＰＤＣＡサイクルによる運行改善を図るように示している。維持基準としては収支率16％以上とし、満たさない場合は生活支援運行としている。なお、市内統一距離制運賃も計画に定めている。
・令和6年3月に策定した増補版には国補助金を受けられるよう、国補助金要綱に定められた事項を記載している。

・その中で、北遠本線は骨格的な公共交通としての役割として、地域バスは市民が居住する地域を支えるために必要な路線としての役割として、市の補助や運行委託により、地域・交通事業者・市の3者間で協力し、維持・改善することを示している。
（４）令和6年度浜松市の公共交通について　【事務局（交通政策課）】

・現在、浜松市内では13の地域バスが運行しており、地域ごとに交通検討会を立ち上げ、PDCAサイクルを回しながら2年間の改善運行を行う。
・令和6年10月１日からは6地域での運行改善を予定しており、本日協議いただく。
●質疑応答

　　　　【議長（松本会長）】

・参考資料2について、1つは補助金制度を地域公共交通計画と連動させるための変更を行うもの。もう1つはこれまでの道路運送法施行規則に基づく会議から、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第６条も兼ねる変更を行うもの。これにより、これまで浜松21世紀都市交通会議で協議を行っていた地域公共交通計画の作成が本会議で協議を行うこととなるとともに、公共交通の利用促進に関する事業を行うことができることとなる。
・そして、運賃協議については、交通事業者が会議に集まると値上げの調整ができてしまうという懸念から、法改正により別の会議で協議を行うこととなるもの。
〔協議事項〕

（１）地域公共交通会議設置要綱の改定について　【交通政策課】

・地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第6条の協議会も本会議で担うこととなったため、第2条の目的及び第５条の協議事項にその旨を加筆している。
・第15条は浜松市地域公共交通会議運賃協議部会が本会議の部会となることから追加している。
●質疑応答

　　　【議長（松本会長）】

・今回の改正は運賃に係るカルテルが行われないように行われたもの。運賃については地域公共交通会議で議論できるが、最終的な決定は運賃協議部会で行われることとなる。その運賃協議部会までに公聴会等により市民の意見を伺う過程がある。
●協議

　
（２）運賃協議部会設置要綱の制定について　【交通政策課】

・第2条において、地域における需要に応じた住民の生活に必要なバス等の旅客輸送に係る運賃及び協議する目的とともに、地域公共交通会議の部会であることを規定している。
・第4条の委員は、道路運送法の規定に基づき、5名に限定される。
・第5条の会長は、浜松市都市整備部長と規定している。
・第6条の任期は、案件ごとに交通事業者が異なることが考えられるため、「当該協議が終了するまで」としている。
●質疑応答
【静岡県地域交通課】

・第2条の目的の記載について、浜松市地域公共交通会議設置要綱第16条となっているが第15条ではないか。
【交通政策課】

・誤りであるため訂正させて頂きたい。
　　　【議長（松本会長）】

・第16条は第15条に修正をお願いしたい。これらの細かな修正は事務局に一任するということで今回の協議事項を承認頂きたい。
●協議
（３）自主運行バスの運行計画について
北遠本線　【天竜区まちづくり推進課】

・北遠本線は北遠地域と天竜区役所、遠州鉄道西鹿島駅を結ぶ重要な移動手段である。
・令和5年度は、コロナ禍の利用者数を上回った。
・運行内容に変更なし。
●質疑応答

【議長（松本会長）】

・利用者数は回復傾向にあるが、コロナ禍前までは戻っていないということか。
　　　【天竜区まちづくり推進課】
　　　　・令和2年に災害があり、一部区間で運休や迂回運行が続いていたことも、利用者数減少の一因と考える。今年の5月13日に従前の経路での運行が再開されたため、今後利用者数がさらに回復することを期待している。
【浜北地域自治会連合会会長】
　・令和5年度の上半期と下半期を比較すると、利用者数は増加しているが1便あたりの利用者数は減少している。何故か。
【天竜区まちづくり推進課】
　・四捨五入の関係で切り替わりがあったためかと考えられるが、正確な数字を確認する。
【議長（松本会長）】
　・正確な数字は事務局で確認するということで今回の協議事項を承認頂きたい。
●協議

　
（４）地域バスの改善運行について（地域内フィーダー系統）
①佐久間地域バス　【天竜区まちづくり推進課】

・令和4年10月1日から令和6年3月31日までの1年半の運行期間中の利用者は6,271人、収支率は3.3％である。
・コロナ禍による乗控えや病院での投薬日数の延長、電話での診察が大きな要因と考えられる。
・1便当たりの乗車人数が1人未満になった瀬戸横吹方面線の一部の曜日を事前予約制に移行する。
・湖北高校佐久間分校の寮生が帰省できるよう、西渡方面線の土曜日便を増設する。
・福沢地区の中学生の下校に合わせてダイヤを変更する。
●質疑応答
【議長（松本会長）】
・土曜日便を増設する西渡方面線は北遠本線に接続するのか。
【天竜区まちづくり推進課】
・北遠本線の第2便に接続するように寮を出発する。
【議長（松本会長）】
・利便性向上のための良い取組みである。利用者を増やすように広報もすること。
●協議
②水窪地域バス　【天竜区まちづくり推進課】

・令和4年10月1日から令和6年3月31日までの1年半の運行期間中の利用者は2,781人、収支率は5.9％である。
・コロナ禍による乗控えや病院での投薬日数の延長、電話での診察が大きな要因と考えられる。
　・運行内容に変更なし。
●質疑応答

【浜北地域自治会連合会会長】
・収支率の維持基準は16％だと認識しているが、佐久間地域バスは14％となっている。何故か。
【天竜区まちづくり推進課】
　・旧過疎地域では2％の軽減措置が図られているため、佐久間・水窪・龍山・春野の4地域では14％を維持基準としている。
●協議
③天竜（熊・阿多古）地域バス　【天竜区まちづくり推進課】
・令和4年10月1日から令和6年3月31日までの1年半の運行期間中の利用者は8,107人、収支率は6.76％である。
・人口の自然減や令和5年6月に発生した豪雨災害による影響等が要因と考えられる。
・運行内容に変更なし。
●質疑応答
-なし-

●協議
④細江地域バス　【北行政センター】

・令和4年10月1日から令和6年3月31日までの1年半の運行期間中の利用者は828人、収支率は4.6％である。
・主な利用者は高齢者であり、利用目的は通院である。
・利用者の利便性向上のためバス停を3箇所新設し、2箇所の移設・名称変更を行う。
●質疑応答

【天竜地域自治会連合会会長】

・ICTデマンドシステムとはどのようなシステムか。
　　　【北行政センター】
　　　　・利用者が希望する乗降場所・乗車時刻を入力することで、運行経路が自動生成されるシステムである。電話にて受付し、オペレーターが代理入力するサービスもある。
●協議
⑤浜松北地域バス　【北行政センター】

・令和4年10月1日から令和6年3月31日までの1年半の運行期間中の利用者は3,986人。収支率は13.0％であり地域負担金を合わせて16％としている。
・主な利用者は高齢者であり、利用目的は通院である。
・運行内容に変更なし。
●質疑応答
-なし-
●協議
⑥引佐地域バス　【北行政センター】

・なおとら線の令和4年10月1日から令和6年3月31日までの1年半の運行期間中の利用者は4,138人。収支率は11.8％であり地域負担金を合わせて16％としている。
・つつじ線の令和4年10月1日から令和6年3月31日までの1年半の運行期間中の利用者は5,182人。収支率は15.2％であり地域負担金を合わせて16％としている。
・なおとら線でバス停の新設・廃止・名称変更を行う。
・なおとら線で運賃の変更を計画しているため、この後の運賃協議部会にて協議頂く。

●質疑応答

【静岡運輸支局】

・運賃変更の利用は何か。
【北行政センター】

・収支率の低下に伴い、地元自治会の負担が大きくなったため、自治会からの要望で統一運賃とする。
【議長（松本会長）】
・引佐地域バスに限らず、収支率の表記について、地域負担金の扱いが分かりづらい。表記を検討し、すべての地域バスで統一すること。
●協議
（５）交通空白地有償運送の登録更新について
【議長（松本会長）】

　・登録更新の協議にあたって、「運行状況の報告」及び「当該地域に交通空白地有償運送事業が必要であることの協議」をお願いする。　
【NPO法人がんばらまいか佐久間】

・登録更新の協議に先んじて、令和5年度下半期の運行状況を報告する。
・会員登録者数は1,693人で、登録運転者は6名。
・運行回数は935回で1,141人を輸送し、771,700円の収入があった。
・事故発生件数・苦情件数ともになし。

【天竜区まちづくり推進課】
　・佐久間地域内の主な移動手段は地域バスであるが、運行日数が少なく、また地域内にタクシー事業者がないことから、NPO法人がんばらまいか佐久間による交通空白地有償運送事業が必要と考える。
【NPO法人がんばらまいか佐久間】
　・交通空白地有償運送の登録有効期限が近付いているため、登録更新の協議をお願いするものである。
　・現在の登録から運賃が変更されている。
●質疑応答

【静岡運輸支局】
　・昨年度の公共交通会議でも運賃の変更が協議・承認されたが、さらに変更したのか。その場合は運賃変更のための運賃協議部会の開催が必要となる。
　　　【NPO法人がんばらまいか佐久間】
　　　　・昨年度承認いただいた運賃からは変更していない。

●協議
（６）地域内フィーダー系統確保維持計画(R6.10～R9.9)　【交通政策課】

・本計画は、フィーダー系統路線の運航に係る国庫補助の申請に際して必要となるものである。
・コロナ禍や災害の頻発によって、特に中山間地域において交通の環境がますます悪
化している。交通弱者にとって必要不可欠な公共交通を維持していくために計画を
申請する。
・地域・交通事業者・行政の3者で地域交通検討会を設置し、利用促進を図る。
・維持基準である収支率16%と、地域協働による取り組みを点数化し、総合評価B評価以上を目標とする。
・国からの二次評価で、地域バスに加え秋葉線、北遠本線の利用者を増加させる取り組みを求められており、これを踏まえた計画としている。
・これまでは各事業者から補助を申請していたが、今回からはこの会議がまとめて申請を行う。
●質疑応答
【議長（松本会長）】
　・この計画は旧市町村を跨いで運行をしている「幹線系統路線」に接続する「支線」に関する計画である。幹線系統路線の計画は静岡県が別途申請をする。
　・計画の主な内容は、運行の目標、各主体の役割及び評価手法である。
　・人口等の数値は計画の主題ではないため、事務局に一任し、修正の可能性があることを前提に今回の協議事項を承認頂きたい。
-なし-
●協議
〔報告事項〕
（１）ハッピーライドin静岡プロジェクト（バス１日無料デー）実施について
【静岡県地域交通課】
　　　　・令和6年12月に、県内すべての小学生（児童約178,000人）を対象とした、「小学生バス無料デー」を実施する。
　　　　・目的は以下の3点。
· 小学生や保護者がバスに乗ることで、バス利用の促進につなげていくこと
· 小学生のうちからバスに乗るという経験をすることで、公共交通機関に親しんでもらうこと
· バスに乗ることで、環境負荷の低減につなげていくこと
　　　　・全県規模で実施するのは、全国的に見ても初めてのケースである。
　　　　・対象路線は、県内全域の乗合バス事業者路線及び実施可能な市町自主運行路線。貸切バス等は除く。
●質疑応答
-なし-
（２）交通空白地有償運送運行状況報告（R5.10～R6.3）について
【庄内地区社会福祉協議会】
　　　　・令和6年１月16日の初運行から3月末実までの運行状況となる。
　　　　・会員数は40人、登録運転者数は15人、登録車両は15台。
　　　　・運行回数は36回で38人を輸送した。３月末まで無料期間であるため収入は0円。
　・事故発生件数・苦情件数ともになし。
　　　●質疑応答
-なし-
【NPO法人がんばらまいか佐久間】
　　　　・（協議事項5：議事録9ページにて報告）
【NPO法人春野のえがお】
・会員登録者数は736人で、登録運転者は3名。
・運行回数は500回で723人を輸送し、492,800円の収入があった。輸送実績は順調に回復しており、令和5年度にはコロナ禍前の数値を上回っている。
・事故発生件数・苦情件数ともになし。

　　　●質疑応答
　　　【議長（松本会長）】
　　　　・コロナ禍前よりも利用者が増えている理由は何か。
　　　【NPO法人春野のえがお】
　　　　・免許返納者が増えていることが大きな要因と考える。
（３）春野地域における専門診療科への通院者を対象とした運行業務委託の実施について
【浜松市健康医療課】

　　　　・今年度から、春野地域において専門診療科の診療を開始した。
　　　　・通院者の交通手段確保が課題であるため、NPO法人春野のえがおに業務委託し、運賃の1/2を市が負担する。
　　　　・従来の利用者に対する優先権は無く、予約順での利用とする。
　　　●質疑応答
【議長（松本会長）】
　　　　・従来の利用者が利用できなくなる可能性はあるか。
　　　【NPO法人春野のえがお】
　　　　・対象日には運行車両を増車することで、利便性を確保している。
５　閉会　　　
結果　　　　　・全会一致で了承された。
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　・「協調の調ったことを証する書類」を交付する。　
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